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一

研
究
の
目
的

「
変
化
」
と
い
う
漢
字
漢
語
は
、「
へ
ん
げ
」
と
い
う
呉
音
で
「
神
仏
・

天
人
な
ど
が
仮
に
人
間
の
姿
に
な
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
」「
動
物
な
ど
が
姿

を
変
え
て
現
わ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
表
し
、「
へ
ん
か
」
と
い
う
漢

音
で
「
あ
る
性
質
・
状
態
な
ど
が
他
の
性
質
や
状
態
に
変
わ
る
こ
と
」
と

い
う
意
味
を
表
す
。
こ
の
説
明
は
、
複
数
の
国
語
辞
書
で
確
か
め
て
も
、

ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
さ
れ
る
。
以
下
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
か

ら
、「
へ
ん
げ
」「
へ
ん
か
」
の
項
の
説
明
を
記
す
。（
紙
面
の
都
合
上
、
意

味
の
記
述
の
み
を
示
し
、
用
例
等
は
省
い
た
。）

○
へ
ん-

げ
【
変
化
】《
名
》（「
げ
」
は
「
化
」
の
呉
音
）
①
神
仏
・
天

人
な
ど
が
仮
に
人
間
の
姿
に
な
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

も
の
。
神
仏
の
化
身
（
け
し
ん
）。
権
化
（
ご
ん
げ
）。（
以
下
、
こ
こ

で
は
用
例
を
略
す
）
②
動
物
な
ど
が
姿
を
変
え
て
現
わ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
物
。
化
け
物
。
妖
怪
。
変
化
物
。（
以
下
、
こ
こ
で
は
用

例
を
略
す
）
③
神
変
不
可
思
議
な
現
象
（
以
下
、
こ
こ
で
は
用
例
を

略
す
）
④「
へ
ん
か
（
変
化
）
①
」
に
同
じ
。

○
へ
ん
か
・
・
ク
ワ
【
変
化
】《
名
》
①
あ
る
性
質
・
状
態
な
ど
が
他
の

性
質
や
状
態
に
変
わ
る
こ
と
。
ま
た
、
変
え
る
こ
と
。
へ
ん
げ
。（
以

下
、
こ
こ
で
は
用
例
を
略
す
）
②
文
法
で
、
同
一
の
語
が
用
法
に
応

じ
て
語
形
を
変
え
る
こ
と
。
格
変
化
、
語
尾
変
化
な
ど
。
③
囲
碁
や

将
棋
で
、
盤
上
に
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
想
定
さ
れ
る
打
ち
手
、
ま
た

は
さ
し
手
。
ま
た
、
一
つ
の
着
手
に
よ
っ
て
必
然
的
に
生
ず
る
幾
通

り
か
の
打
ち
方
や
さ
し
方
。

さ
て
、
こ
の
う
ち
、「
神
仏
・
天
人
な
ど
が
仮
に
人
間
の
姿
に
な
っ
て
現

わ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
の
「
変
化
」
は
、
平
安
時
代
の
和
文
に
も
散

見
さ
れ
る
。

広
島
女
学
院
大
学
論
集

第
六
十
九
集

一

－

二
二

二
〇
二
二
年
二
月

漢
語
「
変
化
」
の
意
味
用
法

―
―
漢
籍
・
仏
典
と
の
比
較
―
―

柚
木

靖
史
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「
そ
よ
。
そ
の
工た
く
み匠
も
絵
師
も
い
か
で
か
心
に
は
か
な
ふ
べ
き
わ
ざ
な

ら
ん
。
近
き
世
に
花
降
ら
せ
た
る
工た
く
み匠
も
は
べ
り
け
る
を
、
さ
や
う

な
る
変へ

ぐ
ゑ化

の
人
も
が
な
」
と
、
と
ざ
ま
か
う
ざ
ま
に
、
忘
れ
ん
方
な

き
よ
し
を
、（
⑤

宿
木

449
頁
4
行
目（1
））

な
お
、『
源
氏
物
語
』
で
は
、「
変
化
」
と
い
う
漢
字
表
記
は
さ
れ
ず
、

「
へ
ん
く
ゑ
」「
へ
ん
け
」「
へ
む
け
」「
へ
ん
化
」「
へ
化
」
の
よ
う
に
表
記

さ
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
「
変
化
」
は
呉
音
で
あ
り
、
先
の
国
語
辞
書
の

記
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、「
①
神
仏
・
天
人
な
ど
が
仮
に
人
間
の
姿
に

な
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
も
の
。
神
仏
の
化
身
（
け
し
ん
）。

権
化
（
ご
ん
げ
）。」「
②
動
物
な
ど
が
姿
を
変
え
て
現
わ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
物
。
化
け
物
。」
の
意
味
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
源
氏
物
語
』
の

「
変
化
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
後
に
確
認
す
る
。「
化
」
の
音
を
「
け
」

「
く
ゑ
」
と
す
る
の
は
、
合
拗
音
の
う
ち
、
特
に
エ
段
音
の
表
記
が
、
底
本

の
書
写
時
期
で
あ
る
中
世
に
お
い
て
は
、
す
で
に
乱
れ
て
い
た
こ
と
と
関

り
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、「
変
化
」
を
仮
名
で
表
記
す
る
と
き
は
、「
へ

ん
く
ゑ
」
で
統
一
す
る
。

さ
て
、『
源
氏
物
語
』
の
表
記
に
「
変
化
」
が
な
い
こ
と
か
ら
、
仮
名
表

記
「
へ
ん
く
ゑ
」
が
変
化
と
い
う
漢
語
を
書
き
表
し
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
は
、
源
氏
物
語
古
注
釈
の
表
記
か

ら
推
し
て
、「
変
化
」
と
い
う
漢
語
を
表
記
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

‹

源
氏
物
語
の
古
注
釈
の
「
変
化
」›

・
き
つ
ね
の
人
に
へ
ん
け
す
る
と

変
化

紫
明
抄
巻
十

174
下

・
へ
ん
く
ゑ

変
化

四
生
中
化
生
の
心
歟

河
海
抄
十
三

476
上

・
へ
ん
け
の
人
も
か
な

変
化

河
海
抄
十
八

ひ
た
の
た
く
み
が
こ
と

也
云
々

飛
騨
匠

570
下

・
変
化
す
る

花
鳥
余
情
第
9

117
上

・
変
化
す
る

花
鳥
余
情
第
30

340
上

・
変
化
シ
テ

幻
中
類
林

23
オ
1

・
身
を
は
へ
ん
げ
の
物
と
お
ぼ
せ

身
を
や
つ
し
け
る
と
い
ふ
も
へ
ん
げ

の
心
也

変
化
と
い
ふ
は
仏
菩
薩
の
願
力
或
は
定
力
に
よ
り
て
善
悪
の

業
を
感
じ
て
か
り
に
形
を
現
ず
る
事
あ
り

一
葉
集

311
上
・
13

古
辞
書
類
で
は
、『
色
葉
字
類
抄
』
に
「
ヘ
ン
ク
ワ
」
の
読
み
を
載

せ
る（2
）。

文
明
本
節
用
集
に
は
、「
ヘ
ン
ゲ
」（
一
一
六
丁
5
行
目
）「
ヘ
ン

ク
ワ
」（
七
二
〇
丁
4
行
目
）
と
い
う
漢
音
と
呉
音
の
読
み
を
載
せ
る（3
）。

た

だ
し
、「
ヘ
ン
ク
ワ
」
は
、「
其ソ
ノ

天テ
ン
ノ
ト
キ
ノ時
変ヘ
ン
ク
ワ
ノ化
自シ
ゼ
ン
ナ
ル
カ

然
乎
」
と
あ
る
よ
う
に
漢

文
の
字
句
中
に
あ
る
「
変
化
」
の
傍
訓
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
の
「
変
化
」
の
意
味
は
、「
移
り
変
わ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

さ
ら
に
邦
訳
日
葡
辞
書（4
）に

は
、「Fenque

ヘ
ン
ゲ
（
変
化
）
他
の
物
の

姿
に
化
け
る
こ
と
。Fenqueno m

ono

（
変
化
の
者
）
狐
の
姿
に
化
け

た
悪
魔
な
ど
の
よ
う
に
、
変
身
し
た
も
の

Tengu qitçuneni fenque 

suru
（
天
狗
狐
に
変
化
す
る
）
悪
魔
が
狐
の
姿
を
と
る
」「Fenqua

ヘ



漢語「変化」の意味用法 （ 　 ）356

ン
ク
ワ
（
変
化
）
国
や
所
領
な
ど
の
変
化
、
ま
た
、
時
と
場
合
の
変
化
に

従
っ
て
、
計
画
や
策
略
を
変
更
す
る
こ
と
。」
と
あ
る
。
こ
の
説
明
に
よ
る

と
「
ヘ
ン
ゲ
」
と
「
ヘ
ン
ク
ワ
」
は
別
の
意
味
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
文
献
で
使
わ
れ
る
「
変
化
」
の

意
味
は
、
大
き
く
分
け
て
「
姿
が
変
わ
る
こ
と
」「
姿
が
変
わ
っ
た
者
」
と

い
う
意
味
と
「
物
事
の
状
態
が
変
わ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
変
え
る
こ
と
」

と
い
う
意
味
の
二
種
が
あ
る
。「
変
化
」
は
本
来
、
中
国
文
献
に
使
用
さ
れ

る
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
中
国
の
「
変
化
」
の
意
味
と
、
日

本
の
「
変
化
」
の
意
味
を
比
べ
、
日
本
の
「
変
化
」
と
中
国
文
献
の
「
変

化
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
は
、
日
本
の
文
献
を
対
象

に
、「
変
化
」
の
意
味
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

二

中
国
に
お
け
る
「
変
化
」

ま
ず
、
中
国
の
漢
籍
や
仏
典
を
対
象
に
、
変
化
の
意
味
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
漢
籍
は
、
日
本
の
上
代
文
献
よ
り
も
成
立
時
期
の
早
い
漢
籍
の
う

ち
、『
史
記
』『
漢
書
』『
文
選
』
を
取
り
上
げ
る
。

二
―
一

漢
籍
の
「
変
化
」

二
―
一
―
一
『
史
記
』
の
「
変
化
」

『
史
記（5
）』

で
使
わ
れ
る
「
変
化
」
に
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
動
詞
の
意
味

と
し
て
は
、「
変
わ
る
」「
変
え
る
」
の
よ
う
に
自
動
詞
的
意
味
と
他
動
詞

的
意
味
が
あ
り
、
名
詞
の
意
味
と
し
て
は
「
物
事
の
移
り
変
わ
り
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
。

（
1
）「
物
事
の
形
が
変
わ
る
」
と
い
う
意
味

後
掲
の
用
例
1
は
、「
老
子
が
説
く
道
は
空
虚
で
、
原
因
に
よ
っ
て
対
応

す
る
も
の
で
、
何
も
し
な
い
こ
と
で
形
が
変
わ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
意

味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
変
わ
る
」
で
あ
る
。
2
は
、「
万
物
は
変
わ

り
続
け
、
休
む
時
は
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
変
わ

る
」
で
あ
る
。

1

老
子
所
貴
道
、
虛
無
、
因
応
変
化
於
無
為
、（
老
子
韓
非
列
伝
第
三

史
記
八

列
伝
一

75
頁
1
行
目
）

2

万
物
変
化
兮
、
固
無
休
息
。
斡
流
而
遷
兮
、
或
推
而
還
。
形
気
転
続

兮
、
変
化
而
嬗
。（
屈
原
賈
生
列
伝
第
二
十
四

史
記
九

列
伝
二

359

頁
1
行
目
）

（
2
）「
物
事
が
形
を
変
え
る
」
の
意
味

後
掲
の
用
例
3
は
、「
楽
は
、
内
は
己
の
正
し
い
心
を
た
す
け
、
外
は
貴

賤
の
異
な
り
を
正
し
く
し
、
上
は
宗
廟
に
事
え
、
下
は
庶
民
に
親
し
ま
れ

て
人
心
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
変
え
る
」
で

あ
る
。
後
掲
の
用
例
4
は
、「
日
が
中
天
か
ら
西
に
移
動
し
、
月
が
満
月
か
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ら
欠
け
て
行
く
よ
う
に
、
物
は
盛
ん
に
な
っ
た
後
、
衰
え
行
く
。
そ
れ
が
、

天
地
の
常
道
で
あ
る
よ
う
に
、
出
処
進
退
を
時
勢
に
従
っ
て
変
え
る
こ
と

は
、
聖
人
の
常
道
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
変
え

る
」
で
あ
る
。
後
掲
の
用
例
5
は
、「
叔
孫
通
は
出
世
を
望
み
、
仕
事
を
測

り
、
礼
を
制
定
し
、
出
処
進
退
に
つ
い
て
は
時
勢
に
応
じ
て
変
え
、
つ
い

に
漢
王
朝
の
学
問
の
創
始
者
と
な
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意

味
は
「
変
え
る
」
で
あ
る
。

3

故
楽
所
以
內
輔
正
心
而
外
異
貴
賤
也
、
上
以
事
宗
廟
、
下
以
変
化
黎

庶
也
。（
史
記
四

八
書

楽
書
第
二

93
頁
8
行
目
）

4

中
則
移
、
月
滿
則
虧
』。
物
盛
則
衰
、
天
地
之
常
数
也
。
進
退
盈
縮
、

與
時
変
化
、
聖
人
之
常
道
也
。（
史
記
九

列
伝
二

范
雎
蔡
沢
列
伝
第

十
九

207
頁
7
行
目
）

5

叔
孫
通
希
世
度
務
、
制
礼
、
進
退
與
時
変
化
、
卒
為
漢
家
儒
宗
。（
劉

敬
叔
孫
通
列
伝
第
三
十
九

史
記
十

列
伝
三

360
頁
7
行
目
）

（
3
）「
物
事
の
移
り
変
わ
り
」
の
意
味

後
掲
の
用
例
6
の
「
変
化
」
は
名
詞
的
用
法
で
、「
物
事
の
移
り
変
わ

り
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。「
君
子
が
国
を
治
め
る
に
は
、
上
古
の
こ
と
を

見
て
、
こ
れ
を
当
世
に
試
み
、
人
事
に
つ
い
て
は
、
盛
衰
す
る
理
を
観
察

し
、
権
勢
の
宜
し
き
を
審
ら
か
に
し
て
、
何
を
去
り
、
何
に
就
く
べ
き
か

の
順
序
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
物
事
の
移
り
変
わ
り
が
時
勢
に
か
な
っ
た
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

6

是
以
君
子
為
国
、
観
之
上
古
、
験
之
当
世
、
参
以
人
事
、
察
盛
衰
之

理
、
審
権
勢
之
宜
、
去
就
有
序
、
変
化
有
時
、
故
曠
日
長
久
而
社
稷
安

矣
。（
史
記
一

本
紀

秦
始
皇
本
紀
第
六

394
頁
12
行
目
）

二
―
一
―
二
『
漢
書
』
の
「
変
化
」

『
漢
書（6
）』

の
「
変
化
」
に
は
、
動
詞
的
な
意
味
と
し
て
は
「
物
事
が
形
を

変
え
る
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
、
名
詞
的
な
意
味
と
し
て
は
「
物
事
の

移
り
変
わ
り
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
動
詞
の
他
動
詞
意
味
は
な
い
が
、

こ
れ
は
内
容
上
、
使
わ
れ
る
場
面
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

変
化
の
意
味
は
、『
史
記
』
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）「
物
事
が
形
を
変
え
る
」
の
意
味

後
掲
の
用
例
1
は
、「
山
沢
は
気
を
通
じ
、
そ
の
後
、
形
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
物
事
が
形
を
変
え

る
」
で
あ
る
。
後
掲
の
用
例
2
は
、「
宣
帝
の
黄
龍
元
年
に
、
未
央
宮
の
輅

軨
の
中
で
雌
鶏
が
化
し
て
雄
鶏
に
な
り
、
羽
毛
が
生
え
変
わ
り
、
鳴
か
ず
、

群
れ
を
ひ
き
つ
れ
ず
、
秩
序
が
無
か
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の

意
味
は
「
物
事
が
形
を
変
え
る
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
例
の
「
変
化
」

の
主
語
は
「
毛
衣
」
で
、
雌
鶏
の
羽
毛
と
い
う
具
体
的
な
事
物
で
あ
っ
て
、

「
陰
陽
」「
万
物
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
物
事
を
と
り
、
時
の
移
り
変
わ
り
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を
意
味
す
る
他
の
例
の
「
変
化
」
と
は
、
意
味
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
後
述
す
る
が
、
日
本
の
「
変
化
」
は
、「
有
情
物
が
姿
形
を
変
え

る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
が
、
有
情
物
が
姿
形
を
変
え
る
と
い
う
意
味
と

い
う
点
で
は
、
用
例
2
の
「
変
化
」
の
意
味
は
日
本
の
「
変
化
」
の
意
味

に
似
て
い
る
。
後
掲
の
用
例
3
は
、「
万
物
が
形
を
変
え
て
、
留
ま
る
時
が

無
い
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
物
事
が
形
を
変
え
る
」
で

あ
る
。
後
掲
の
用
例
4
は
、「
形
と
気
は
転
成
し
続
け
て
、
物
事
が
形
を
変

え
る
の
は
、
虫
が
羽
化
す
る
こ
と
に
似
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
変

化
」
の
意
味
は
「
物
事
が
形
を
変
え
る
」
で
あ
る
。

1

山
沢
通
気
、
然
後
能
変
化
、（
卷
二
十
五
郊
祀
志
第
五
下

332
頁
下

右
5
行
目
）

2

宣
帝
黄
龍
元
年
、
未
央
殿
輅
軨
中
雌
雞
化
為
雄
、
毛
衣
変
化
而
不
鳴
、

不
将
、
無
距
。（
卷
二
十
七

五
行
志
第
七
中
之
上

341
頁
下
右
4
行

目
）

3

万
物
変
化
、
固
亡
休
息
。（
巻
四
十
八

賈
誼
伝
第
十
八

548
頁
上
左

4
行
目
）

4

形
気
転
続
、
変
化
而
嬗
。（
巻
四
十
八

賈
誼
伝
第
十
八

548
頁
上
左

6
行
目
）

（
2
）「
物
事
の
形
の
移
り
変
わ
り
」
の
意
味

後
掲
の
用
例
5
は
、「
そ
れ
ゆ
え
陰
陽
が
万
物
を
そ
だ
て
、
万
物
の
終
わ

り
も
始
め
も
す
べ
て
、
す
で
に
律
呂
に
ゆ
き
わ
た
り
、
日
月
星
辰
を
経
め

ぐ
り
、
物
事
の
移
り
変
わ
り
の
情
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意

味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
物
事
の
移
り
変
わ
り
」
で
あ
る
。
後
掲
の
用

例
6
は
、「
お
よ
そ
天
地
の
総
数
は
五
十
五
あ
っ
て
、
こ
の
数
が
天
で
間
の

物
事
の
移
り
変
わ
り
を
形
成
し
、
鬼
神
陰
陽
の
作
用
の
要
因
と
な
る
」
と

い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
物
事
の
移
り
変
わ
り
」
で
あ
る
。
後

掲
の
用
例
7
は
、「
欧
陽
・
大
小
夏
侯
の
三
家
は
六
宗
を
説
い
て
、
上
は
天

に
及
ば
ず
、
下
は
地
に
及
ば
ず
、
か
た
わ
ら
は
四
方
に
及
ば
ず
、
こ
の
六

者
の
間
に
あ
っ
て
、
陰
陽
の
移
り
変
わ
り
を
助
け
、
実
は
一
で
あ
り
な
が

ら
名
は
六
で
、
名
実
が
相
応
し
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味

は
「
物
事
の
移
り
変
わ
り
」
で
あ
る
。
後
掲
の
用
例
8
は
、「
そ
も
そ
も
物

事
の
形
の
移
り
変
わ
り
の
後
は
、
か
な
ら
ず
旧
と
は
異
な
る
恩
徳
が
あ
る

こ
と
は
、
賢
君
・
聖
人
が
天
命
を
昭
ら
か
に
す
る
と
い
う
根
拠
に
な
る
」

と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
物
事
の
移
り
変
わ
り
」
で
あ
る
。

5

故
陰
陽
之
施
化
、
万
物
之
終
始
、
既
類
旅
於
律
呂
、
又
経
歴
於
日
辰
、

而
変
化
之
情
可
見
矣
。（
卷
二
十
一
律
曆
志
上

234
頁
下
左
5
行
目
）

6

天
数
二
十
有
五
、
地
数
三
十
、
凡
天
地
之
数
五
十
有
五
、
此
所
以
成

変
化
而
行
鬼
神
也
。（
卷
二
十
一
律
曆
志
上

240
頁
上
右
10
行
目
）

7

歐
陽
、
大
小
夏
侯
三
家
説
六
宗
、
皆
曰
上
不
及
天
、
下
不
及
墬
、
旁

不
及
四
方
、
在
六
者
之
間
、
助
陰
陽
変
化
、
実
一
而
名
六
、
名
実
不
相

応
、（
卷
二
十
五
郊
祀
志
第
五
下

312
頁
下
右
2
行
目
）
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8

夫
継
変
化
之
後
、
必
有
異
旧
之
恩
、
此
賢
聖
所
以
昭
天
命
也
。（
巻
五

十
一

賈
鄒
枚
路
伝
第
二
十
一

583
頁
上
左
6
行
目
）

二
―
一
―
三
『
文
選
』
の
「
変
化
」

『
文
選（7
）』

の
「
変
化
」
に
は
、
動
詞
的
意
味
と
し
て
「
物
事
が
形
を
変
え

る
」
と
、
名
詞
的
意
味
と
し
て
「
物
事
の
形
の
移
り
変
わ
り
」
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
味
は
、
先
に
述
べ
た
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
と
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、『
文
選
』
に
は
、「
物
事
が
形
を
変
え
る
」

の
意
味
の
う
ち
、
具
体
的
な
有
情
物
を
主
語
に
と
る
例
が
多
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

（
1
）「
物
事
が
形
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味

後
掲
の
用
例
1
は
、「
万
物
は
そ
の
形
を
変
え
て
、
止
ま
る
こ
と
は
な

い
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
物
事
が
形
を
変
え
る
」
で
あ

る
。
後
掲
の
用
例
2
は
、「
臂
を
組
ん
で
守
っ
て
も
、
物
事
が
形
を
変
え
る

こ
と
を
止
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
、「
物
事

が
形
を
変
え
る
」
で
あ
る
。

後
掲
の
用
例
3
は
、「
四
季
が
か
わ
る
が
わ
る
形
を
変
え
て
、
歳
の
暮
と

な
る
の
も
ま
こ
と
に
早
い
も
の
だ
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
、

「
物
事
が
形
を
変
え
る
」
で
あ
る
。

後
掲
の
用
例
4
は
、「
変
化
」
の
主
語
が
、
具
体
的
な
有
情
物
と
な
る
例

で
、「
形
を
変
え
る
神
龍
の
よ
う
で
、
至
尊
の
尊
さ
を
き
わ
だ
て
る
」
と
い

う
内
容
で
あ
る
。「
変
化
」
の
意
味
は
「
物
事
が
形
を
変
え
る
」
で
あ
り
、

主
語
は
「
神
龍
」
で
あ
る
。

1

万
物
変
化
兮
、
固
無
休
息
。（
文
選

鵩
鳥
賦

賦
篇
下

103
頁
8
行

目
）

2

交
臂
久
変
化
、
伝
火
迺
薪
草
。（
文
選

孫
廷
尉

詩
篇
下

741
頁
7

行
目
）

3

四
時
更
変
化
、
歲
暮
一
何
速
。（
文
選

古
詩
十
九
首

詩
篇
下

565

頁
3
行
目
）

4

若
神
龍
之
変
化
、
章
后
皇
之
為
貴
。（
文
選

西
京
賦

129
頁
2
行

目
）

（
2
）「
物
事
の
形
の
移
り
変
わ
り
」
の
意
味

後
掲
の
用
例
5
は
、「
陰
陽
の
形
の
移
り
変
わ
り
に
感
じ
る
」
と
い
う
意

味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
、「
物
事
の
形
の
移
り
変
わ
り
」
で
あ
る
。
後

掲
の
用
例
6
は
、「
天
命
は
め
ぐ
り
流
れ
て
物
事
の
形
の
移
り
変
わ
り
は
一

様
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
、「
物
事
の
形
の
移

り
変
わ
り
」
で
あ
る
。
用
例
7
は
、「
利
を
求
め
る
情
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

利
を
得
る
形
の
移
り
変
わ
り
は
一
つ
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、「
変

化
」
の
意
味
は
、「
物
事
の
形
の
移
り
変
わ
り
」
で
あ
る
。

5

感
陰
陽
之
変
化
兮
、（
文
選

賦
篇
下

洞
簫
賦

265
頁
3
行
目
）
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6

然
命
体
周
流
、
変
化
非
一
。（
文
選

文
章
篇
下

弁
命
論

317
頁
1

行
目
）

7

此
則
殉
利
之
情
未
嘗
異
、
変
化
之
道
不
得
一
。（
文
選

賦
篇
下

広

絶
交
論

345
頁
6
行
目
）

二
―
二

仏
典
の
「
変
化
」

次
に
仏
典
を
対
象
に
、「
変
化
」
の
意
味
を
確
認
す
る
。

仏
典
に
は
動
詞
的
な
意
味
と
し
て
は
「
姿
を
変
え
る
」「
物
事
の
状
態
や

性
質
が
変
わ
る
」
と
い
う
意
味
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
名
詞
を
修
飾
し
「
物

事
の
状
態
や
性
質
が
変
わ
る
性
質
」
と
い
う
意
味
の
「
変
化
性
」
や
「
菩

薩
や
・
仏
が
姿
を
変
え
た
者
」
と
い
う
意
味
の
「
変
化
人
」
と
い
う
よ
う

な
派
生
名
詞
を
作
る
。

漢
籍
と
仏
典
の
「
変
化
」
を
比
べ
る
と
、「
物
事
の
状
態
や
性
質
が
変
わ

る
」
と
い
う
意
味
は
共
通
す
る
が
、「
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
は
仏
典

特
有
で
あ
る
。
特
に
仏
典
で
は
、
仏
の
力
に
よ
っ
て
、
人
も
含
め
、
種
々

の
も
の
が
別
の
も
の
へ
と
姿
を
変
え
る
と
い
う
意
味
で
「
変
化
」
が
多
く

使
用
さ
れ
る
。
ま
た
、「
変
化
」
が
名
詞
を
修
飾
し
「
変
化
人
」
と
い
っ
た

派
生
名
詞
を
作
る
こ
と
も
仏
典
の
「
変
化
」
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
こ
の
「
変
化
」
の
用
法
は
、
日
本
の
文
献
に
も
、
用
例
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
1
）「
姿
や
形
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味

用
例
1
は
、「
妙
音
菩
薩
は
こ
の
よ
う
に
種
種
の
形
に
姿
を
変
え
て
身
を

現
じ
て
、
こ
の
娑
婆
国
土
に
在
っ
て
諸
々
の
衆
生
の
為
に
こ
の
経
典
を
説

く
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
菩
薩
・
仏
が
姿
を
変
え
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
2
は
、「
是
の
諸
の
衆
鳥
は
、
皆
是
、
阿
彌
陀

佛
が
、
法
音
に
よ
っ
て
宣
流
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
、
姿
を
変
え
た
も
の
で

あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意
味
は
「
形
を
変
え
る
」
で
あ
る
。

用
例
3
は
、「
一
一
の
金
色
、
そ
の
寶
土
に
徧
し
、
人
は
形
を
変
え
て
或
い

は
眞
珠
網
と
作
り
、
或
い
は
雜
華
雲
と
作
っ
て
、
十
方
面
に
お
い
て
意
に

随
い
て
、
形
を
変
え
て
佛
事
を
施
作
す
」
と
い
う
意
味
で
、「
変
化
」
の
意

味
は
「
形
を
変
え
る
」
で
あ
る
。

1

是
妙
音
菩
薩
。
如
是
種
種
。
変
化
現
身
。
在
此
娑
婆
国
土
。
為
諸
衆

生
。
説
是
経
典
。（
妙
法
蓮
華
経

妙
音
菩
薩
品

第
二
十
四（8
））

2

是
諸
衆
鳥
皆
是
阿
彌
陀
佛
欲
令
法
音
宣
流
変
化
所
作
（
仏
説
阿
弥

陀
経（9
））

3

一
一
光
、
作
八
万
四
千

異
種
金
色
。
一
一
金
色
、
徧
其
寶
土
。
處

處
変
化
、
各
作
異
相
。
或
爲
金
剛
臺
、
或
作
眞
珠
網
、
或
作
雜
華
雲
。

於
十
方
面
、
隨
意
變
現
、
施
作
佛
事
。
是
爲
華
座
想
、
名
第
七
觀
。
佛

告
阿
難
、
如
此
妙
華
、（
仏
説
観
無
量
寿
経（10
））
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（
2
）「
物
事
の
状
態
や
性
質
が
変
わ
る
」
と
い
う
意
味

用
例
4
は
、「
善
悪
の
状
態
や
性
質
が
変
わ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

「
変
化
」
の
意
味
は
「
物
事
の
状
態
や
性
質
が
変
わ
る
」
で
あ
る
。

4

人
在
世
間
愛
欲
之
中
獨
生
獨
死
獨
去
獨
來
當
行
至
趣
苦
樂
之
地

身
自
當
之
無
有
代
者
善
惡
変
化
殃
福
異
處
宿
豫
嚴
待
當
獨
趣
入
（
仏

説
無
量
寿
経

巻
下（11
））

（
3
）「
変
化
性
」
と
い
う
形
で
使
わ
れ
る
も
の

用
例
5
は
、「
為
変
化
性
」
と
い
う
表
現
で
、「
火
は
光
が
あ
っ
て
物
事

の
状
態
や
性
質
が
変
わ
る
と
い
う
性
質
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う

意
味
を
表
す
。「
変
化
」
に
接
尾
辞
的
な
漢
語
「
性
」
が
付
加
し
派
生
語
と

な
っ
た
例
で
あ
る
。

5

堅
覚
宝
成
揺
明
風
出
、
風
金
相
摩
、
故
有
火
光
為
変
化
性
（
大
仏
頂

如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
萬
行
首
楞
厳
経（12
）

巻
四

32
頁
5
行
目
）

（
4
）「
変
化
人
」
と
い
う
形
で
使
わ
れ
る
も
の

用
例
6
は
、「
若
し
人
が
悪
の
刀
杖
及
び
瓦
石
を
加
へ
よ
う
と
す
れ
ば
、

菩
薩
・
仏
が
姿
を
変
え
た
人
を
遣
は
し
て
衛
護
と
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。「
変
化
」
に
接
尾
辞
的
な
漢
語
「
人
」
が
付
加
し
派
生
語
と

な
っ
た
例
で
あ
る
。

6

若
人
欲
加
悪

刀
杖
及
瓦
石
則
遣
変
化
人

為
之
作
衛
護
（
妙
法
蓮

華
経

法
師
品

第
十
）

三

日
本
文
献
の
「
変
化
」

日
本
文
献
に
目
を
転
じ
る
と
、
平
安
時
代
の
和
文
に
「
変
化
」
の
例
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

三
―
一
『
源
氏
物
語
』
の
「
変
化
」

ま
ず
、
平
安
時
代
の
代
表
作
品
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の
「
変
化
」
の

例
を
挙
げ
、
意
味
を
確
認
し
て
お
く
。『
源
氏
物
語
』
の
「
変
化
」
は
、
名

詞
を
修
飾
し
て
「
変
化
の
人
」「
変
化
の
工
匠
」「
変
化
の
も
の
」「
変
化
の

身
」
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
り
、「
変
化
」
単
独
で
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
り

す
る
。

後
掲
の
用
例
1
の
「
変
化
」
は
、「
神
仏
が
人
間
の
姿
と
な
っ
て
現
れ

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
頭
注
に
は
、「
仏
・
菩
薩
が
人
間
の
姿
で
現
世

に
現
わ
れ
た
と
し
て
、
源
氏
の
偉
大
さ
を
た
た
え
て
い
る
」
と
あ
る
。
用

例
2
は
、
明
石
入
道
か
ら
娘
の
明
石
の
君
へ
送
ら
れ
た
文
の
例
で
あ
る
。

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
頭
注
に
「
変
化
は
、
神
仏
が
人
の
姿
を
借

り
て
仮
に
こ
の
世
に
現
わ
れ
た
も
の
。
入
道
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、

一
途
に
わ
が
宿
運
の
開
顕
に
努
め
よ
、
と
い
う
」
と
あ
る
。
明
石
の
入
道

は
、
明
石
の
君
が
自
分
の
こ
と
を
、
神
仏
の
化
身
で
あ
る
と
考
え
て
、
生
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き
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
文
書
に
認
め
て
い
る
。
用
例
3
の
「
変
化
」

は
、
薫
の
会
話
文
中
に
使
わ
れ
た
例
で
、「
花
を
降
ら
せ
た
工
匠
」
の
人
を

さ
す
。
す
な
わ
ち
、
通
常
で
は
な
い
、
神
仏
が
人
に
化
し
て
こ
の
世
に
現

わ
れ
出
で
た
も
の
を
い
う
。
こ
の
「
変
化
の
人
」
は
、
先
に
述
べ
た
仏
典

の
「
変
化
人
」
と
同
じ
形
で
あ
り
、『
源
氏
物
語
』
の
「
変
化
」
が
、
仏
典

を
出
自
と
す
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
用
例
4
の
「
変
化
」
も
、「
神
仏

が
人
の
姿
に
化
し
て
こ
の
世
に
現
わ
れ
出
で
た
も
の
」
を
い
う
。
亡
く

な
っ
た
大
君
に
似
た
形
代
を
作
る
工
匠
を
薫
が
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

薫
は
大
君
の
面
影
を
追
い
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
工
匠
は
、「
神
仏
の
変
化
」
と
し
か
あ
り
得
な
い
の
で
「
変
化
の
工

匠
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

用
例
5
は
、
末
摘
花
邸
に
仕
え
る
女
房
達
が
発
し
た
言
葉
で
、
源
氏
に

命
ぜ
ら
れ
て
末
摘
花
を
探
索
す
る
惟
光
の
こ
と
を
、
狐
が
人
に
姿
を
変
え

た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
変
化
の
意
味
も
「
何
か
が
姿
か
た
ち

を
変
え
た
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

用
例
6
と
7
は
、「
変
化
す
」
と
い
う
漢
語
動
詞
で
使
わ
れ
た
例
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
も
「
狐
が
人
に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
変
化
」
の
意
味
に
は
、「
人
の
姿
に
変
わ
る
」
と
い
う
意
味
と
、

「
人
力
と
は
異
な
る
力
を
持
つ
」
と
い
う
意
味
が
想
定
で
き
る
が
、
人
に
害

を
及
ぼ
し
、
人
か
ら
恐
れ
ら
れ
る
「
怪
物
」
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
の

意
味
を
表
す
「
変
化
」
の
意
味
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
『
源
氏
物
語
』
の
「
変
化
」
は
、
名
詞
を
修
飾
し
た
り
、

単
独
で
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
も
「
何
か
が
人
の
姿

に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
何
か
と
は
、
人
力
で
は
計

り
知
れ
な
い
力
を
有
す
る
「
神
仏
」
や
「
狐
」
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
仏

典
の
「
変
化
」
の
意
味
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。「
変
化
す
る
」
主
体

が
神
仏
だ
け
で
は
な
く
、「
狐
」
も
あ
る
こ
と
が
、
仏
典
と
は
異
な
る
点
で

あ
る
。「
神
仏
」
が
主
体
と
な
る
「
変
化
」
は
プ
ラ
ス
評
価
の
意
味
で
あ
る

が
、「
狐
」
が
主
体
と
な
る
「
変
化
」
は
プ
ラ
ス
評
価
の
意
味
と
は
言
い
が

た
い
。
こ
の
点
が
、
仏
典
の
「
変
化
」
と
は
異
な
る
。
ま
た
、「
へ
ん
げ
」

と
い
う
呉
音
と
、「
神
仏
な
ど
が
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
と
が
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
も
予
想
で
き
る
。

（
1
）
名
詞
を
修
飾
す
る
「
変
化
」

1

仏ほ
と
け

、
菩ぼ

さ
つ薩

の
変へ

ん
げ化

の
身
に
こ
そ
も
の
し
た
ま
ふ
め
れ
。
五
つ
の
濁に
ご

り

深
き
世
に
な
ど
て
生む

ま
れ
た
ま
ひ
け
む
」
と
言
ひ
て
、
や
が
て
出
で
た

ま
ひ
ぬ
。（
②
蓬
生

337
頁
9
行
目
）

2

た
だ
わ
が
身
は
変へ

ん
げ化

の
も
の
と
思
し
な
し
て
、
老お
い
ほ
ふ
し

法
師
の
た
め
に
は

功く
ど
く徳
を
つ
く
り
た
ま
へ
。（
④
若
菜
上

115
頁
11
行
目
）

3
「
そ
よ
、
そ
の
工た
く
み匠

も
絵
師
も
い
か
で
か
心
に
は
か
な
ふ
べ
き
わ
ざ
な

ら
ん
。
近
き
世
に
花
降
ら
せ
た
る
工た
く
み匠
も
は
べ
り
け
る
を
、
さ
や
う
な

る
変へ

ぐ
ゑ化

の
人
も
が
な
」
と
、
と
ざ
ま
か
う
ざ
ま
に
忘
れ
ん
方
な
き
よ
し

を
、（
⑤
宿
木

449
頁
4
行
目
）



柚木　靖史（ 　 ）10 49

4
「
い
さ
や
、
い
に
し
へ
の
御
ゆ
る
し
も
な
か
り
し
こ
と
を
、
か
く
ま
で

漏
ら
し
き
こ
ゆ
る
も
、
い
と
口
軽か
る

け
れ
ど
、
変へ

ぐ
ゑ化

の
工た

く
み匠

求
め
た
ま
ふ

い
と
ほ
し
さ
に
こ
そ
、
か
く
も
」
と
て
、（
⑤
宿
木

451
頁
14
行
目
）

（
2
）
名
詞
の
「
変
化
」

5

内
に
は
、
思
ひ
も
よ
ら
ず
、
狩か

り
ぎ
ぬ
す
が
た

衣
姿
な
る
男
、
忍
び
や
か
に
も
て
な

し
な
ご
や
か
な
れ
ば
、
見
な
ら
は
ず
な
り
に
け
る
目
に
て
、
も
し
狐
な

ど
の
変へ

ん
げ化

に
や
と
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
近
う
寄
り
て
、（
②
蓬
生

346
頁
11
行

目
）

（
3
）「
変
化
」
の
動
詞
的
用
法

6
「
狐き

つ
ね

の
変へ

ん
く
ゑ化

し
た
る
、
憎
し
。
見
あ
ら
は
さ
む
」
と
て
、
一ひ
と
り人
は
い

ま
す
こ
し
歩あ
ゆ

み
よ
る
。（
⑥
手
習

281
頁
13
行
目
）

7
「
狐
の
人
に
変へ

ん
く
ゑ化

す
る
と
は
昔
よ
り
聞
け
ど
、
ま
だ
見
ぬ
も
の
な
り
」

と
て
、
わ
ざ
と
下お

り
て
お
は
す
。（
⑥
手
習

282
頁
7
行
目
）

三
―
二

上
代
の
「
変
化
」

こ
こ
で
は
、『
源
氏
物
語
』
以
外
の
変
化
の
例
を
見
て
い
く
。
ま
ず
、
上

代
の
作
品
を
み
る
と
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
「
変
化
」
の
用
例
は

無
く
、『
万
葉
集
』
に
次
の
よ
う
な
例
が
存
す
る（13
）。

1

俗
道
変
化
猶
撃
目

人
事
経
紀
如
申
臂

空
与
浮
雲
行
大
虚

心
力

共
尽
無
所
寄
（
巻
五

897

山
上
憶
良
）

2

右
一
首
大
伴
宿
祢
家
持
悲
怜
物
色
変
化
作
之
也
（
巻
二
十

4484

大

伴
家
持
）

1
の
「
変
化
」
は
、「
移
り
変
わ
り
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
は
、
世

の
中
の
万
物
の
移
り
変
わ
り
が
瞬
く
間
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
2
の
「
変

化
」
も
、「
移
り
変
わ
り
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
は
、
自
然
の
風
物
が

移
り
変
わ
る
こ
と
を
い
う
。

こ
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
の
「
変
化
」
は
、
歌
の
中
で
は
な
く
、
漢
詩

や
詞
書
で
使
わ
れ
、
い
ず
れ
も
「
物
事
の
形
の
移
り
変
わ
り
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
変
化
」
は
、
中
国
の
漢
籍
の
『
史
記
』
や
『
漢

書
』『
文
選
』
の
「
変
化
」
の
意
味
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
万

葉
集
』
の
「
変
化
」
は
、
中
国
の
漢
籍
の
「
変
化
」
の
意
味
の
影
響
を
受

け
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

三
―
三

中
古
の
「
変
化
」

こ
こ
で
は
、『
源
氏
物
語
』
以
外
の
中
古
の
日
本
文
献
を
対
象
に
、「
変

化
」
の
意
味
を
確
認
す
る
。

漢
字
表
記
の
資
料
で
は
あ
る
が
、
平
安
時
代
初
期
成
立
の
『
日
本
霊

異
記（14
）』

に
「
変
化
」
の
例
が
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
次
に
示
す
よ
う
に
「
仏

菩
薩
が
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
1
に
つ
い
て
は
、
脚
注
に
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「「
変
化
」
は
、
仏
菩
薩
が
姿
を
変
え
て
現
わ
れ
る
こ
と
」
と
あ
る
。
用
例

2
、
4
は
「
観
音
」
が
「
鷺
」
や
「
沙
彌
」
に
姿
を
変
え
る
と
い
う
意
味

で
、
3
は
「
菩
薩
」
が
「
鹿
」
に
姿
を
変
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
仏
典
の
「
変
化
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

1

智
者
誹
妬
変
化
聖
人
而
現
至
閻
羅
闕
受
地
獄
苦
縁
第
七
（
233
頁
9
行

目
）

2

定
知
、
彼
見
鷺
者
、
非
現
実
鷺
観
音
変
化
。（
243
頁
5
行
目
）

3

妙
見
菩
薩
変
化
示
異
形
顕
盗
人
顕
縁
第
五
。（
265
頁
15
行
目
）

4

沙
彌
者
、
観
音
変
化
、
何
以
故
、
未
受
具
戒
名
為
沙
彌
、
観
音
亦
爾
、

雖
成
正
覚
、
饒
益
有
情
、
故
居
因
位
、
乞
食
者
、
普
門
示
現
卅
三
身
也
。

（
294
頁
1
行
目
）

用
例
5
、
用
例
6
は
「
変
化
の
人
」、「
変
化
の
者
」
の
よ
う
に
「
人
」

や
「
者
」
の
修
飾
語
と
し
て
使
わ
れ
た
例
で
、
い
ず
れ
も
「
神
仏
が
姿
を

変
え
た
者
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
頭
注
（『
竹
取
物
語
』
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
21
頁
）
に
は
、「『
宇
津
保
物
語
』
藤
原
の
君
巻
に
「
こ
の
御
族

は
、
た
だ
人
に
お
は
し
ま
さ
ず
、
変
化
の
者
な
り
。
夫
人
の
く
だ
り
て
う

み
た
ま
へ
る
な
り
」
と
あ
る
や
う
に
、
神
仏
が
仮
に
こ
の
世
に
現
れ
、
人

間
の
姿
に
変
身
し
て
生
ま
れ
た
人
。『
日
本
霊
異
記
』
に
も
用
例
が
多
い
。」

と
あ
る
。
ま
た
、
6
の
例
に
も
、
頭
注
（『
宇
津
保
物
語
』
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
①
74
頁
）
に
、「「
変
化
の
者
」
は
神
仏
が
仮
に
人
の
姿
と
な
っ

て
現
れ
た
も
の
。
こ
の
子
（
仲
忠
）
は
、
兜
率
天
の
内
院
の
衆
生
七
人
の

う
ち
の
一
人
の
生
ま
れ
代
わ
り
。」
と
あ
る
。

な
お
、
用
例
7
の
よ
う
に
、『
三
宝
絵
詞
』
の
よ
う
な
説
話
集
に
お
い
て

も
、「
変
化
人
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
頭
注
（『
新
日
本
古
典
文
学

大
系
』
113
頁
）
に
は
、「
蟹
を
持
っ
て
い
た
翁
は
、
実
は
此
の
女
を
護
ろ
う

と
し
て
仏
菩
薩
が
姿
を
変
え
た
化
身
で
あ
っ
た
の
だ
と
わ
か
っ
た
。」
と
あ

る
。用

例
8
の
『
枕
草
子
』
の
「
変
化
の
も
の
」
は
、
初
め
て
出
仕
し
た
筆

者
が
、
宮
中
で
語
り
合
う
殿
上
人
や
女
房
た
ち
の
姿
を
見
て
、「
変
化
の
も

の
」
の
印
象
を
持
っ
た
と
す
る
。
こ
の
「
変
化
」
も
、「
化
け
物
」
で
は
な

く
、
神
仏
が
姿
を
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭

注
で
は
、「
神
仏
や
妖
怪
な
ど
が
、
殿
上
人
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
た
も
の
」

と
あ
る
が
、「
妖
怪
」
と
す
る
根
拠
は
な
い
。
プ
ラ
ス
評
価
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
神
仏
が
姿
を
変
え
た
も
の
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
用
例
9

の
『
栄
花
物
語
』
の
「
変
化
」
は
、
殿
上
人
の
子
息
が
陵
王
を
舞
う
姿
を

「
変
化
」
と
見
立
て
た
も
の
で
、
舞
う
姿
や
そ
の
所
作
、
気
品
が
尋
常
の
人

間
で
は
な
く
、
神
仏
が
姿
を
変
え
た
も
の
と
見
た
の
で
あ
る
。
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
の
頭
注
に
は
、「
何
物
か
が
人
間
の
姿
を
か
り
て
現
れ
た
よ

う
に
見
え
る
」
と
あ
り
、「
神
仏
」
と
は
限
ら
な
い
「
何
物
か
」
と
し
て
い

る
が
、「
神
仏
」
を
意
識
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
用
例
10
の
例

は
、「
す
ぐ
れ
た
る
物
の
変
化
」
と
し
て
お
り
、
プ
ラ
ス
評
価
で
あ
る
。

「
常
は
疑
は
し
き
鬼
神
」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
物
の
変
化
」
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は
神
仏
が
姿
を
変
え
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
用
例
11
の
例
も

「
変
化
の
も
の
」
は
、
美
し
く
不
思
議
な
簫
の
女
を
、
神
仏
が
姿
を
変
え
た

も
の
と
見
立
て
た
も
の
で
、
プ
ラ
ス
評
価
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
古
成
立
の
作
品
に
現
れ
た
「
変
化
」
の
意
味
は
、
神
仏
が

人
間
の
姿
に
変
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
人
に
恐
怖
を
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス

評
価
の
「
化
け
物
」「
妖
怪
」
の
意
味
で
は
な
い
。
プ
ラ
ス
評
価
の
「
変

化
」
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
「
変
化
」
は
漢
籍
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ

た
が
、
和
文
の
「
変
化
」
は
神
仏
が
姿
を
変
え
る
と
い
う
意
味
な
の
で
、

仏
典
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

5

翁お
き
な

、
か
ぐ
や
姫
に
い
ふ
や
う
、「
我わ

が
子
の
仏ほ
と
け

。
変へ

ん
ぐ
ゑ化

の
人
と
申
し

な
が
ら
、
こ
こ
ら
大
き
さ
ま
で
や
し
な
ひ
た
ま
へ
る
心
ざ
し
お
ろ
か
な

ら
ず
。」（
竹
取
物
語

21
頁
13
行
目（15
））

6

こ
の
子
、
ま
し
て
大
き
に
聡さ
と

く
か
し
こ
し
、
変へ

ん
げ化

の
者
な
れ
ば
、
た

だ
大
人
の
や
う
に
な
り
て
、
人
の
見
ゆ
れ
ば
、（
宇
津
保
物
語

①
74
頁

10
行
目（16
））

7

又
シ
リ
ヌ
翁
変
化
人
也
ト
霊
異
記
ニ
ミ
ヘ
タ
リ
。（
三
宝
絵
詞

巻
中

113
頁
16
行
目（17
））

8

わ
れ
も
、「
な
に
が
し
が
、
と
あ
る
事
」
な
ど
、
殿て
ん
じ
や
う
び
と

上
人
の
上
な
ど

申
し
た
ま
ふ
を
聞
く
は
、
な
ほ
変へ

ん
げ化

の
も
の
天
人
な
ど
の
お
り
来
た
る

に
や
と
お
ぼ
え
し
を
、
候
さ
ぶ
ら
ひ

ひ
馴な

れ
、
日
ご
ろ
過
ぐ
れ
ば
、
い
と
さ
し

も
あ
ら
ぬ
わ
ざ
に
こ
そ
は
あ
り
け
れ
。（
枕
草
子

第
177
段

312
頁
9
行

目
）

9

こ
の
君
は
あ
り
つ
る
よ
り
も
小
さ
く
お
は
す
る
に
、
折
れ
か
へ
り
舞

ひ
た
ま
ふ
ほ
ど
、
そ
こ
ら
広
き
庭
に
人
と
見
え
た
ま
は
で
、
鳥
な
ど
の

翔か
け

ら
ん
や
う
に
、
変へ

ん
げ化

の
も
の
の
や
う
に
見
え
た
ま
へ
ば
、（
②
栄
花
物

語

巻
二
十

御
賀

368
頁
14
行
目（18
））

10
「
た
だ
す
ぐ
れ
た
る
物
の
変へ

ん
げ化

な
ど
は
、
か
く
こ
そ
は
通
ふ
わ
ざ
な
ら

め
、
常つ
ね

は
疑う
た
が

は
し
き
鬼お
に
が
み神
の
、
わ
ざ
と
欺あ
ざ
む

き
け
る
に
ほ
ひ
に
や
」
な

ど
の
み
、
う
ち
か
へ
し
思
ひ
砕く
だ

く
れ
ど
、、
た
れ
か
そ
ら
に
は
知
ら
ん
。

（
松
浦
宮
物
語（19
）

108
頁
10
行
目
）

11

言
ひ
消
つ
や
う
に
さ
だ
か
な
ら
ぬ
御
け
は
ひ
は
、
違
ふ
と
こ
ろ
な
き

し
も
、
変へ

ん
げ化

の
も
の
の
、
ま
ね
び
似
せ
た
ら
む
を
こ
が
ま
し
さ
は
、
罪つ
み

去さ

り
ど
こ
ろ
な
き
こ
そ
、（
松
浦
宮
物
語

109
頁
14
行
目
）

三
―
四

中
世
の
「
変
化
」

次
に
中
世
の
「
変
化
」
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

（
1
）『
今
昔
物
語
集
』
の
「
変
化
」

「
変
化
ス
」

1

浄
居
天
変
化
シ
テ
老
タ
ル
翁
ト
成
ヌ
（
巻
一

三
話

58
頁
1
行
目
）

2

美
ノ
女
ト
変
化
シ
テ
来
レ
ル
也
（
巻
四

八
話

281
頁
12
行
目
）

3

我
を
助
ケ
ム
ト
テ
変
化
シ
給
ケ
ル
也
ケ
リ
ト
（
巻
十
七

三
話

508

頁
1
行
目
）
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4

此
レ
ハ
若
シ
鬼
神
ナ
ム
ド
ノ
変
化
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
ト
怖
シ
ク
思
ヒ

ケ
リ
（
巻
三
十

十
四
話

243
頁
2
行
目
）

「
変
化
ノ
者
」

5

此
変
化
ノ
者
也
（
巻
三

二
二
話

241
頁
3
行
目
）

6

心
猛
キ
人
ノ
為
ニ
ハ
変
化
ノ
者
モ
顕
ル
ヽ
事
也
ト
ゾ
人
云
ケ
ル
ト
ナ

ム
（
巻
十

十
六
話

301
頁
7
行
目
）

7

此
ハ
変
化
ノ
者
ナ
ド
ノ
来
リ
ケ
ル
ナ
メ
リ
（
巻
二
十
四

六
話

285

頁
4
行
目
）

8

亦
変
化
ノ
者
ナ
ド
ニ
テ
モ
ヤ
有
ケ
ム
（
巻
第
二
十
八

四
十
話

122

頁
12
行
目
）

「
変
化
有
者
」

9

狐
ハ
変
化
有
者
ナ
レ
バ
（
巻
二
十
六

十
七
話

460
頁
2
行
目
）

『
今
昔
物
語
集（20
）』

の
「
変
化
ス
」
は
、「
神
仏
が
姿
形
を
変
え
る
」
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。「
変
化
ス
」
の
主
体
は
、
用
例
1
が
浄
居
天
、

2
が
天
魔
、
3
が
地
蔵
、
4
が
鬼
神
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
人
間
に
害
を

及
ぼ
す
の
で
は
な
く
助
け
る
た
め
に
「
変
化
」
し
て
い
る
と
い
う
プ
ラ
ス

評
価
の
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
今
昔
物
語
集
』
の

「
変
化
」
は
仏
典
に
見
ら
れ
る
「
神
仏
が
こ
の
世
に
姿
を
変
え
て
現
わ
れ

る
」
と
い
う
意
味
の
「
変
化
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
「
変
化
」
は
、「
何
か
が
姿
を
変
え
た
後
の
姿
」
を

現
す
場
合
、「
変
化
の
者
」
と
い
う
表
現
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
中
古

の
和
文
で
使
わ
れ
た
形
で
あ
る
。
用
例
5
の
「
変
化
ノ
者
」
は
、「
神
仏
が

人
に
姿
か
た
ち
を
変
え
た
も
の
」
で
、
用
例
6
は
「
何
か
が
天
の
日
に
姿

を
変
え
た
も
の
」、
用
例
7
は
「
何
か
が
碁
の
名
人
に
姿
を
変
え
た
も
の
」、

用
例
8
は
、「
何
か
が
女
に
姿
を
変
え
た
も
の
」
で
あ
る
。
何
が
姿
形
を
変

え
た
の
か
、
そ
の
主
体
が
具
体
的
に
分
か
ら
な
い
例
も
多
い
が
、
ほ
ぼ
す

べ
て
の
「
変
化
」
が
、
神
仏
が
姿
を
変
え
た
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
、
用
例
6
に
つ
い
て
は
、
天
に
現
れ
た
十
の
太
陽
の
う

ち
九
は
偽
物
で
、「
射
ト
射
ル
者
掌
ヲ
指
ス
ガ
如
シ
」
と
い
う
養
由
と
い
う

武
勇
の
者
の
力
を
試
す
た
め
に
現
れ
た
と
す
る
。
偽
物
の
太
陽
は
、「
草
木

可
堪
キ
ニ
非
ズ
、
皆
枯
レ
失
ヌ
。
此
レ
ニ
依
テ
、
国
王
ヨ
リ
始
メ
テ
大

臣
・
百
官
及
ビ
民
、
皆
、
嘆
キ
悲
ム
事
无
限
シ
」
と
も
あ
り
、
天
下
国
家
、

人
民
に
害
を
及
ぼ
す
の
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
意
味
と
も
み
な
し
得

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
ま
さ
に
、
妖
怪
変
化
の
仕
業
と
も
見
る
こ
と
も
で

き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、「
心
猛
キ
人
ノ
為
ニ
ハ
」
と
あ
る
よ

う
に
、
養
由
の
能
力
が
偽
の
太
陽
を
呼
び
寄
せ
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
養

由
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
評
価
と
な
る
。
変
化
し
た
者
は
、
狐
や
妖
怪
の
類

で
は
な
く
、
神
仏
で
あ
り
、
そ
れ
が
養
由
の
力
を
試
す
た
め
に
現
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
引
用
箇
所
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
、「
人
ノ
業
力
ニ
依
テ
有
ル
事
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也
」
と
あ
り
、
大
系
の
頭
注
で
は
、「『
仏
が
一
切
衆
生
の
過
去
・
現
在
・

未
来
の
諸
業
果
を
知
る
能
力
』
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
」（
300
頁
6
行
目
）

と
あ
り
、
仏
教
思
想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
説
話
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
使
わ
れ
た
「
変
化
」
は
、
他
の
例
の

「
変
化
」
と
同
じ
よ
う
に
、
仏
典
の
影
響
の
も
と
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。用

例
9
は
、「
変
化
有
者
」
と
い
う
形
で
使
わ
れ
た
例
で
、
狐
が
姿
を
変

え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
狐
が
利
仁
の
命
に
従
い
、
領
地
に
先
に
行
き
つ

き
、
奥
方
に
憑
り
つ
い
て
、
主
人
利
仁
の
命
を
家
臣
た
ち
に
伝
え
る
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
狐
が
具
体
的
に
何
に
姿
形
を
変
え
た
と
い
う
こ
と
は
書

か
れ
て
い
な
い
が
、「
狐
ハ
変
化
有
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
神
仏

で
は
な
く
、
動
物
や
物
が
姿
を
変
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
の
狐
は
、
人
間
を
助
け
る
存
在
で
あ
り
、
人
間
に
害
を
な
す
存
在

と
し
て
は
表
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
プ
ラ
ス
評
価
の
意
味
で
あ
る
、
狐
も
神

仏
に
準
じ
て
扱
わ
れ
、
神
通
力
を
持
っ
た
者
と
し
て
、
こ
こ
で
は
神
仏
の

よ
う
に
人
間
を
助
け
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
「
変
化
」
も
神
仏
が
姿
を
変
え
る
と
い
う
仏
典
的
な
「
変
化
」
の
使
い

方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
化
け
物
、
妖
怪
の
意
味
で
の
「
変
化
」
と
し
て
は

使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ス
評
価
の
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
変
化
す
る
主
体
が
神
仏
で
は
な
く
、
狐
で

あ
る
点
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
神
仏
で
は
な
い
も
の
が
姿

を
変
え
る
例
を
先
駆
け
と
し
て
、
後
に
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
表
す
よ
う
に

な
っ
た
も
の
が
、
化
け
物
、
妖
怪
の
意
味
の
「
変
化
」
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
。ま

た
、
次
の
用
例
10
の
よ
う
に
、「
臨
終
に
際
し
て
、
神
仏
が
心
の
形
を

変
え
る
、
す
な
わ
ち
涅
槃
の
境
地
に
導
く
」
と
い
う
文
脈
で
使
わ
れ
た

「
変
化
」
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の
「
変
化
」
も
、
仏
典
の
影
響
を
受

け
た
「
変
化
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

10

致
使
凡
夫
念
即
生
、
不
断
煩
悩
得
涅
槃
と
て
、
終
焉
の
時
は
、
一
さ

ん
い
の
心
を
変
化
し
て
（
曽
我
物
語（21
）

423
頁
6
行
目
）

『
平
家
物
語（22
）』

に
は
、
化
け
物
、
妖
怪
の
意
味
の
「
変
化
」
の
例
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
は
、「
神
仏
が
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
特
徴

は
な
く
、
姿
を
変
え
る
元
の
主
体
を
特
定
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
も
っ

ぱ
ら
、
姿
を
変
え
た
後
の
異
形
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
得
体

の
し
れ
な
い
恐
ろ
し
い
化
け
物
、
妖
怪
の
意
味
で
「
変
化
」
が
使
わ
れ
る
。

も
は
や
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
プ
ラ
ス
評
価
で
は
な
く
、
人
間
に
害
を
与
え

る
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
「
変
化
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
「
変

化
」
は
、
仏
典
と
の
関
り
は
薄
く
な
り
、
日
本
特
有
の
意
味
が
生
じ
て
い

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

用
例
11
、
12
、
13
は
、
頼
政
が
変
化
の
物
を
射
と
め
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
が
、「
変
化
」
の
形
は
、「
其
時
、
下
手
々
に
火
を
と
も
い
て
、
こ
れ

を
御
ら
ん
じ
み
給
ふ
に
、
か
し
ら
は
猿
、
む
く
ろ
は
狸
、
尾
は
く
ち
な
は
、
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手
足
は
虎
の
姿
な
り
。
な
く
声
鵼
に
ぞ
に
た
り
け
る
。
お
そ
ろ
し
な
ど
も

を
ろ
か
也
。」（
上
326
頁
8
行
目
）
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
妖
怪
、

化
け
物
の
類
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

用
例
14
の
「
変
化
の
物
ど
も
」
に
つ
い
て
は
、「
或
夜
入
道
の
ふ
し
給
へ

る
と
こ
ろ
に
、
ひ
と
間
に
は
ゞ
か
る
程
の
物
の
面
い
で
き
て
、
の
ぞ
き
た

て
ま
つ
る
。」（
341
頁
4
行
目
）、「
岡
の
御
所
と
申
す
は
あ
た
ら
し
う
つ
く

ら
れ
た
れ
ば
、
し
か
る
べ
き
大
木
も
な
か
り
け
る
に
、
或
夜
お
ほ
木
た
ふ

る
ゝ
音
し
て
、
人
な
ら
ば
二
卅
人
が
声
し
て
、
ど
と
わ
ら
ふ
こ
と
あ
り
け

り
。」（
341
頁
5
行
目
）、「
か
く
し
て
お
ほ
く
の
ど
く
ろ
ど
も
が
ひ
と
つ
に

か
た
ま
り
あ
ひ
、
つ
ぼ
の
う
ち
に
は
ゞ
か
る
程
に
も
な
て
、
高
さ
は
十
四

五
丈
も
あ
る
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
る
山
の
ご
と
く
に
な
り
に
け
り
。」（
341
頁
14

行
目
）、「
其
外
に
、
一
の
厩
に
た
て
て
と
ね
り
あ
ま
た
つ
け
ら
れ
あ
さ
ゆ

ふ
ひ
ま
な
く
な
で
か
は
れ
け
る
馬
の
尾
に
、
一
夜
の
う
ち
に
ね
ず
み
巣
を

く
ひ
、
子
を
ぞ
う
ん
だ
り
け
る
。」（
342
頁
7
行
目
）
な
ど
と
、
複
数
の
例

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

用
例
15
は
、「
現
術
変
化
の
権
化
」
の
例
で
、「
羅
刹
」
と
対
を
な
し
、

い
ず
れ
も
死
は
逃
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
「
変
化
」
も
、
術
を
使
う
化
け
物
、
妖
怪
の
意
味
で
あ
る
。

用
例
16
の
「
変
化
の
物
」
は
も
と
は
人
間
で
あ
っ
た
が
、「
君
も
臣
も

「
あ
な
お
そ
ろ
し
。
是
は
ま
こ
と
の
鬼
と
お
ぼ
ゆ
る
。
手
に
も
て
る
物
は
き

こ
ゆ
る
う
ち
で
の
こ
づ
ち
な
る
べ
し
。
い
か
ゞ
せ
ん
」
と
さ
は
が
せ
お
は

し
ま
す
と
こ
ろ
に
」（
上
427
頁
5
行
目
）
と
あ
り
、
妖
怪
や
化
け
物
（
こ
こ

で
は
鬼
）
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

11
「
昔む

か
し

よ
り
朝そ
う
か家
に
武ぶ

し士
を
お
か
る
ゝ
事こ
と

は
、
逆ぎ
や
く
ほ
ん反
の
物も
の

を
し
り
ぞ
け
、

違い
ち
よ
く勅
の
物も
の

を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
が
為た
め

也
。
目め

に
も
見
え
ぬ
変へ

ん
げ化

の
物
つ
か
ま

つ
れ
と
仰お
ほ
せ
く
だ下
さ
る
ゝ
事
、
い
ま
だ
承
及
ば
ず
」
と
申
な
が
ら
、（
上
325

頁
11
行
目
）

12
「
変へ

ん
げ化

の
物も

の

つ
か
ま
つ
ら
ん
ず
る
仁じ
ん

は
頼よ
り
ま
さ政
ぞ
候
」
と
ゑ
ら
び
申
さ
れ

た
る
あ
ひ
だ
、
一
（
い
ち
）の
矢や

に
変へ
ん
げ化
の
物も
の

を
ゐ
そ
ん
ず
る
物も
の

な
ら
ば
、
二
の

矢や

に
は
雅が
ら
い頼
の
弁べ
ん

の
し
や
頚く
び

の
骨ほ
ね

を
ゐ
ん
と
な
り
。（
上
325
頁
16
行
目
）

13

さ
て
か
の
変へ

ん
げ化

の
物も

の

を
ば
、
う
つ
ほ
舟ぶ
ね

に
い
れ
て
な
が
さ
れ
る
と
ぞ

き
こ
え
し
。（
上
327
頁
5
行
目
）

14

福ふ
く
は
ら原
へ
都み
や
こ

を
う
つ
さ
れ
て
後の
ち

、
平へ
い
け家
の
人
々
夢ゆ
め

見
も
あ
し
う
、
つ
ね

は
心こ
ゝ
ろ

さ
は
ぎ
の
み
し
て
、
変へ

ん
げ化

の
物も

の

ど
も
お
ほ
か
り
け
り
。（
上
341
頁

2
行
目
）

15

三
明み
や
う

六
通つ
う

の
羅ら
か
ん漢
も
ま
ぬ
か
れ
給た
ま

は
ず
、
現げ

ん
じ
ゆ
つ
へ
ん
げ

術
変
化
の
権ご

ん
じ
や者

も
の
が

れ
ぬ
道み
ち

な
れ
ば
、
有う

為
無む
じ
や
う常
の
な
ら
ひ
な
れ
ど
も
、
こ
と
は
り
過す
ぎ

て
ぞ

お
ぼ
え
け
る
。（
上
388
頁
3
行
目
）

16

く
ま
れ
て
、「
こ
は
い
か
に
」
と
さ
は
ぐ
。
変へ

ん
げ化

の
物も

の

に
て
は
な
か
り

け
り
。
は
や
人
に
て
ぞ
有あ
り

け
る
。（
上
417
頁
13
行
目
）

中
世
成
立
の
作
品
で
は
、『
平
家
物
語
』
の
他
に
も
、
次
の
よ
う
に
、
妖

怪
や
化
け
物
の
意
味
の
「
変
化
」
が
、
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
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マ
イ
ナ
ス
評
価
の
意
味
を
持
つ
妖
怪
・
化
け
物
の
意
味
の
「
変
化
」
は
、

中
世
頃
か
ら
、
特
に
説
話
や
軍
記
物
語
で
使
わ
れ
始
め
た
と
み
ら
れ
る
。

17
は
、「
魔
が
猫
に
姿
を
変
え
た
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
全
集
』
の

頭
注
に
よ
れ
ば
、「
神
仏
な
ど
が
か
り
に
生
あ
る
も
の
の
姿
に
な
っ
て
現
れ

る
こ
と
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
「
神
仏
」
で
は
な
く
「
魔
」
が
主
体
で

あ
る
。
18
の
「
変
化
」
も
、
動
物
な
ど
が
姿
を
変
え
て
現
れ
る
妖
怪
・
化

け
物
の
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
老
人
」
に
姿
を
変
え
て
い
る
が
、
主

体
が
何
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

『
古
今
著
聞
集（23
）』

の
「
変
化
」

17

こ
の
猫
、
も
し
魔
の
変へ

ん
げ化

し
て
、
ま
も
り
を
と
り
て
後
、
は
ゞ
か
る

所
な
く
を
か
し
て
侍
に
や
。（
473
頁
6
行
目
）

『
宇
治
拾
遺
物
語（24
）』

の
「
変
化
」

18
「
あ
れ
は
変（

へ
ん
げ
）化の

も
の
ぞ
。
我
こ
そ
其（
そ
）よ
」
と
い
へ
ど
、
き
ゝ
い
る
ゝ

人
な
し
。（
199
頁
13
行
目
）

御
伽
草
子（25
）で

も
、
妖
怪
・
化
け
物
の
意
味
の
「
変
化
」
が
多
く
使
わ
れ

る
。
以
下
、
妖
怪
・
化
け
物
と
し
て
の
「
変
化
」
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。

19

い
か
な
る
山
の
奥お
く

よ
り
か
、
久ひ
さ

し
き
鉢は
ち

が
変へ

ん
げ化

し
て
、
鉢は
ち

か
づ
い
て

化ば

け
け
る
ぞ
。（
鉢
か
づ
き

63
頁
15
行
目
）

20

母は
ゝ
う
へ上
仰
（
お
ほ
）せ
け
る
や
う
は
、「
さ
も
あ
れ
鉢
（
は
ち
）か
づ
き
は
、
い
か
様
変へ

ん
げ化

の
者
（
も
の
）に
て
若わ
か
ぎ
み君
を
失う
し
な

は
ん
と
思
ふ
や
ら
ん
、
い
か
ゞ
せ
ん
、
冷れ
ん
ぜ
い泉
」

と
仰お
ほ

せ
け
る
。（
御
伽
草
子

鉢
か
づ
き

74
頁
8
行
目
）

21

唐か
ら
い
と糸
は
、
人
音を
と

を
聞
（
き
）
つ
け
て
、「
そ
も
〳
〵
門か
ど

に
を（
お
）と
づ
る
ゝ

は
、
誰た
れ

な
る
ら
ん
。
変へ

ん
げ化

の
も
の
か
。
又
は
唐か
ら
い
と糸
か
。
討う
つ（
て
）手に
ば
し
向む

く
人
か
。」（
御
伽
草
子

唐
糸
さ
う
し

138
頁
2
行
目
）

22

鬼（
き
じ
ん
）神は
変へ

ん
げ化

の
物
な
れ
ば
、
討（
う
つ
て
）手向む
か

ふ
と
知し

る
な
ら
ば
、
塵ち
り

や
木（
こ
）の

葉（
は
）と
身（
み
）を
変へ
ん

じ
、
我
（
わ
れ
）ら
凡ぼ
ん
ぶ夫
の
眼ま
な
こ

に
て
、
見み

つ
け
ん
事
は
か
た
か
る

べ
し
。（
御
伽
草
子

酒
呑
童
子

363
頁
16
行
目
）

た
だ
し
、
仏
教
の
内
容
と
深
く
関
わ
る
話
で
は
、「
神
仏
が
形
を
変
え

る
」
と
い
う
意
味
で
、
プ
ラ
ス
評
価
の
「
変
化
」
も
使
わ
れ
て
い
る
。

23
「
ま
こ
と
に
さ
も
候
は
ゞ
こ
の
人
は
菩ぼ

さ
つ薩

の
変へ

ん
げ化

な
り
。」（
三
人
法
師

445
頁
1
行
目
）

24
「
サ
テ
ハ
若
公
ノ
身
ヲ
擲
（
ナ
ゲ
ウ
チ
）玉
フ
モ
観
音
ノ
変
化
也
（
秋
夜
長
物
語

484
頁
3
行
目
）

ま
た
、
25
の
例
の
よ
う
に
、
漢
籍
の
「
変
化
」
に
見
ら
れ
る
「
物
事
の

形
の
移
り
変
わ
り
」
と
い
う
意
味
の
「
変
化
」
も
使
わ
れ
て
い
る
。「
変
化

の
理
」
と
は
、「
こ
の
世
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
道

理
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
例
の
「
変
化
」
の
読
み
は
、
漢
字
表
記
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の
た
め
不
明
で
あ
る
。『
新
編
古
典
日
本
文
学
大
系
』
の
校
注
で
は
、「
ヘ

ン
ゲ
」
と
読
ん
で
い
る
。

25

ま
ど
へ
る
も
の
は
こ
れ
を
ゝ
そ
れ
ず
、
名
利
に
お
ぼ
れ
て
、
先
途
の

近
き
事
を
か
へ
り
見
ね
ば
也
。
を
ろ
か
な
る
人
は
ま
た
こ
れ
を
悲
し
ふ
。

常
住
な
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
て
、
変
化
の
理
を
し
ら
ね
ば
也
。（
徒
然
草

第
74
段
）

三
―
五

古
記
録
・
古
文
書
類
の
「
変
化
」

次
に
古
記
録
や
古
文
書
類
の
「
変
化
」
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
す
る（26
）。

古
記
録
や
古
文
書
類
の
「
変
化
」
に
は
、「
物
事
が
他
の
形
や
状
態
に
変

わ
る
」「
神
仏
が
人
に
姿
を
変
え
る
」「
動
物
な
ど
が
別
の
も
の
に
姿
を
変

え
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
例
が
認
め
ら
れ
る
。「
物
事
が
他
の
形
や
状
態

に
変
わ
る
」
と
い
う
意
味
は
、
漢
籍
の
「
変
化
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、「
神
仏
が
人
に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
は
、
仏
典
と
同
じ
意
味

で
あ
る
。
し
か
し
、「
動
物
な
ど
が
別
の
も
の
に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意

味
は
、
日
本
特
有
の
意
味
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
意
味
は
、「
神
仏
が
人

に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
の
「
神
仏
」
と
い
う
主
体
を
「
動
物
」
に

変
え
て
生
じ
た
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
主
体
を
「
神
仏
」
か
ら

「
動
物
」
に
変
え
た
こ
と
で
、
霊
験
の
よ
う
な
あ
り
が
た
さ
や
信
仰
の
対
象

で
は
な
く
、
得
体
の
し
れ
な
い
恐
ろ
し
い
存
在
へ
と
意
味
が
変
わ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
ス
評
価
か
ら
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
語
へ
と
意
味

が
転
じ
た
こ
と
に
な
る
。

﹇
物
事
が
他
の
形
や
状
態
に
変
わ
る
﹈

1

但
人
波
受
天
地
之
変
化
弖
、
次
第
相
応
之
弖
形
骸
乃
成
礼
里
、
可
為
女

加
良
牟
乎
可
転
男
止
、
非
可
祈
須
、
非
可
請
須
、
身
体
無
恙
之
弖
平
安
令
遂

須
、
為
大
慶
弖
待
方
来
牟
、（
岡
屋
関
白
記

寛
元
四
年
四
月
二
三
日
）

2

去
年
八
城
へ
吾
々
滞
在
中
、
御
当
家
と
龍
和
平
之
儀
媒
介
共
候
、
成

就
之
様
に
候
処
、
隆
信
不
慮
ニ
変
化
候
て
、
于
今
無
首
尾
候
、（
上
井
覚

兼
日
記

天
正
十
二
年
五
月
二
十
二
日
）

3

雖
縦
世
上
変
化
候
、
両
家
之
事
、
不
入
敵
案
、
弥
可
申
合
候
、（
相
良

家
文
書
之
一

三
四
二

阿
蘇
惟
前
起
請
文
）

4

元
就
、
隆
景
、
元
春
御
覚
悟
於
無
変
化
者
、
為
宗
麟
聊
不
可
相
違
候
、

若
此
旨
偽
申
候
者
（
吉
川
家
文
書
之
一

六
九

大
友
宗
麟
起
請
文
写
）

1
の
例
は
、
天
地
の
状
態
が
変
わ
る
の
に
応
じ
て
、
妊
娠
中
の
子
が
女

子
に
な
っ
た
り
男
子
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ

こ
で
の
「
変
化
」
は
、
天
地
の
状
態
が
変
わ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
2

の
例
は
、
秋
月
家
の
種
実
が
、
龍
造
寺
家
と
島
津
家
の
講
和
を
仲
介
し
た

と
こ
ろ
龍
造
寺
隆
信
の
思
わ
ぬ
心
変
わ
り
に
よ
っ
て
不
首
尾
に
終
わ
っ
た

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
変
化
」
は
、
人
の
心
が
変
わ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
3
の
例
は
、
惟
前
か
ら
義
滋
へ
当
て
た
起
請
文
で
、

世
上
が
変
わ
っ
て
も
、
両
家
が
敵
対
し
な
い
こ
と
を
約
し
た
内
容
の
書
状
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で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
変
化
」
は
、「
物
事
が
他
の
形
や
状
態
に
変
わ
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
4
の
例
は
、
大
友
宗
麟
か
ら
毛
利
氏
に
当
て
た
起

請
文
で
、
元
就
、
隆
景
、
元
春
が
確
か
に
心
変
わ
り
の
な
い
こ
と
を
示
し

た
の
で
、
宗
麟
が
こ
れ
を
受
け
和
睦
の
起
請
文
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
変
化
」
は
、
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
漢
音
で
読
む
の
か
も

し
れ
な
い
。

﹇
神
仏
が
人
に
姿
を
変
え
る
﹈

5

又
宣
謂
、
彼
位
者
、
相
階
妙
覚
朗
然
之
位
、
弥
陀
仏
変
化
御
身
也

（
石
清
水
文
書
之
五

宮
寺
縁
事
抄

第
一
末

阿
弥
陀

年
代
未
詳
）

5
は
、
阿
弥
陀
の
本
地
を
説
い
た
も
の
で
、
託
宣
に
よ
り
、
和
気
清
麻

呂
の
受
職
灌
頂
の
位
が
、
阿
弥
陀
仏
の
変
わ
っ
た
躰
で
あ
る
と
説
い
て
い

る
。
こ
こ
で
の
「
変
化
」
は
、「
物
が
別
の
も
の
に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。「
変
化
」
の
読
み
方
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
意
味
か
ら

考
え
る
と
、
呉
音
の
「
ヘ
ン
ゲ
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
る
。

﹇
動
物
な
ど
が
別
の
も
の
に
姿
を
変
え
る
﹈

6

彼
人
云
、
此
間
越
中
国
無
尾
之
鼠
出
来
、
大
略
変
化
者
欤
、
青
苗
并

麥
隴
皆
以
喰
損
之
云
々
、（
天
福
元
年
四
月
二
十
九
日
）

7

和
尚
云
、
於
室
町
殿
女
房
髪
近
年
切
之
恠
異
事
、
為
何
者
之
所
為
哉

不
審
之
処
、
近
比
見
洛
陽
伽
藍
記
之
処
狐
之
所
為
也
、
及
百
卅
人
切
之

事
有
先
例
也
、
狐
者
拝
北
斗
如
此
変
化
欤
、
所
詮
北
斗
欤
尊
星
王
欤
、」

何
様
就
星
被
修
其
法
有
祈
念
者
可
然
哉
、
其
物
之
所
為
と
已
覚
知
ス
ル

時
ハ
、
其
物
不
成
変
化
事
也
、
天
狗
な
と
も
皆
不
可
尽
ト
云
事
あ
り

（
建
内
記

嘉
吉
四
年
二
月
七
日
）

6
の
例
は
、「
あ
る
人
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
越
中
の
国
で
尾
の

無
い
鼠
が
出
現
し
て
、
青
苗
并
麥
を
喰
い
尽
く
し
た
、
こ
の
鼠
は
変
化
で

あ
ろ
う
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
7
の
「
変
化
」
は
、
狐
が
人
に
変
化
し

て
、
宮
中
の
人
の
髪
を
切
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
変
化
」

の
意
味
も
、「
動
物
な
ど
が
別
の
も
の
に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
「
変
化
」
は
、
世
に
害
を
及
ぼ
す
妖
怪
、
化
け
物
の
意
味

で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
動
物
な
ど
が
別
の
も
の
に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意

味
で
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
意
味
を
表
す
「
変
化
」
は
、
管
見
に
入
る
限
り
用

例
6
の
天
福
元
年
（
一
二
三
三
年
）
が
初
出
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

化
け
物
、
妖
怪
の
意
味
の
「
変
化
」
は
、
中
世
以
後
に
成
立
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
鎌
倉
遺
文
』
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
「
変
化
」
の
例
を
見
る

と
、
先
に
古
記
録
や
古
文
書
で
挙
げ
た
意
味
と
同
じ
「
変
化
」
の
例
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
鎌
倉
時
代
の
「
変
化
」
の
意
味
は
、（
1
）「
神
仏

が
人
に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
と
、
そ
の
「
神
仏
」
と
い
う
変
化
の

主
体
が
（
2
）「
神
仏
以
外
の
動
物
な
ど
」
に
な
っ
た
意
味
と
、（
3
）「
物

事
の
形
が
移
り
変
わ
る
」
と
い
う
意
味
の
三
種
類
で
あ
る
。
今
ま
で
述
べ
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て
き
た
よ
う
に
、（
1
）
は
仏
典
に
通
じ
る
意
味
で
あ
り
、（
2
）
は
（
1
）

か
ら
転
じ
て
、
日
本
で
、「
化
け
物
、
妖
怪
」
を
表
す
マ
イ
ナ
ス
評
価
に

な
っ
た
「
変
化
」
で
あ
り
、（
3
）
は
漢
籍
に
由
来
す
る
「
変
化
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
種
類
の
意
味
の
「
変
化
」
が
、
例
え
ば
仏
教
思
想
を
述
べ
た
内

容
で
は
（
1
）
の
意
味
の
「
変
化
」
が
使
わ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
文

章
の
内
容
に
応
じ
て
使
用
さ
れ
る
「
変
化
」
の
意
味
が
違
う
と
い
う
状
況

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
の
変
化
に
つ
い

て
、
用
例
を
示
す
だ
け
に
と
ど
め
る
。

（
1
）「
神
仏
が
人
に
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味

8

随
類
変
化
之
形
、
暫
入
日
域
之
王
宮
、
和
光
同
塵
之
姿
、
偸
愛
金
輪

之
帝
図
、
名
雖
為
人
間
聖
武
之
君
、
実
豈
非
普
門
示
現
之
聖
哉
。（
第
三

巻

一
一
九
七

東
大
寺
僧
綱
等
解
案

建
仁
元
年
四
月

11
頁
下
13

行
目
）

9

法
師
品
云
、
則
遣
変
化
人
、
為
之
作
衛
護
、
疑
あ
る
へ
か
ら
す
。（
第

十
四
巻

文
永
8
年
9
月
21
日

306
頁
上
6
行
目
）

（
2
）「
神
仏
以
外
の
何
も
の
か
が
姿
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味

10

マ
タ
五
説
ト
イ
フ
ハ
、
ヨ
ロ
ツ
ノ
経
ヲ
ト
カ
レ
候
ニ
、
五
種
ニ
ハ
ス

キ
ス
候
ナ
リ
、
一
ニ
ハ
仏
説
、
二
ニ
ハ
聖
弟
子
ノ
説
、
三
ニ
ハ
天
仙
ノ

説
、
四
ニ
ハ
鬼
神
ノ
説
、
五
ニ
ハ
変
化
ノ
説
ト
イ
へ
リ
。（
第
十
一
巻

八
〇
八
九

親
鸞
書
状

正
嘉
元
年

閏
3
月
2
日

216
頁
下
1
行

目
）

11

若
彼
変
化
の
し
る
し
を
信
ぜ
ば
、
即
外
道
を
信
を
ま
ぬ
が
れ
ず
況
や
、

は
づ
か
の
変
化
に
を
い
て
を
や
（
第
十
三
巻

九
八
一
一

日
蓮
書
状

文
永
4
年
12
月
5
日

305
頁
上
17
行
目
）

（
3
）「
物
事
の
形
が
移
り
変
わ
る
」
と
い
う
意
味

12

但
人
波
受
天
地
之
変
化
弖
、
次
第
相
応
之
弖
形
骸
乃
成
礼
里
（
第
九
巻

六
六
六
八

関
白
近
衛
兼
経
告
文

寛
元
4
年
4
月
23
日

274
頁
下
11

行
目
）

13

こ
の
有
為
変
化
の
身
ハ
、
夢
の
こ
と
し
、
ま
ほ
ろ
し
の
こ
と
し
、
水

の
上
の
あ
は
に
似
た
り
。
鏡
の
上
の
影
像
に
こ
と
な
ら
ず
。
人
う
ま
れ

て
か
な
ら
す
滅
す
。
楽
あ
れ
ハ
か
な
ら
す
苦
あ
り
。
あ
ひ
て
は
又
離ハ
ナ
レ

、

こ
れ
人
間
の
な
ら
ひ
、
更
に
こ
れ
を
の
か
る
へ
か
ら
す
。（
第
九
巻

六

七
二
三

九
条
道
家
願
文

寛
元
4
年
7
月
16
日

312
頁
上
16
行
目
）

四

お

わ

り

に

以
上
、
本
稿
で
は
、『
源
氏
物
語
』
等
の
和
文
の
中
で
名
詞
や
動
詞
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
「
変
化
」
と
い
う
漢
語
を
取
り
上
げ
、
中
国
文
献
と
の
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意
味
の
違
い
や
日
本
で
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
国

文
献
に
お
い
て
漢
籍
と
仏
典
で
は
、「
変
化
」
の
意
味
に
違
い
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
で
使
わ
れ
る
「
変
化
」
は
、
中
国
文

献
の
仏
典
と
漢
籍
の
意
味
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
平
安

時
代
成
立
の
和
文
で
は
、
仏
典
に
由
来
す
る
呉
音
読
の
「
へ
ん
げ
」
の
み

が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
仏
典
に
由
来
す
る
「
変
化
」
は
、
説
話
や

軍
記
物
語
、
古
文
書
、
古
記
録
類
に
お
い
て
、「
化
け
物
、
妖
怪
」
の
意
味

に
転
じ
、
中
世
以
後
、
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
典
の
「
変
化
」

を
受
け
入
れ
た
当
初
の
「
変
化
」
は
霊
験
あ
ら
た
か
な
プ
ラ
ス
評
価
の
語

で
あ
っ
た
が
、
主
体
が
「
狐
」
な
ど
に
変
わ
る
例
が
増
え
た
結
果
、
人
間

世
界
に
害
を
及
ぼ
す
化
け
物
、
妖
怪
の
意
味
に
転
じ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
漢
語
「
変
化
」
の
意
味
を
、
中
国
と
の
比
較
、
日
本
で
の

時
代
的
変
化
と
い
う
観
点
で
み
る
と
、「
変
化
」
の
意
味
変
化
は
、
漢
語
の

和
語
化
の
例
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

注（
1
）
以
下
、『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

源
氏
物
語
』

（
小
学
館
）
に
よ
っ
た
。

（
2
）
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に
は
、「
畳
字

付
」
に
「
ハ
ン
ク
ワ
」
と
あ
る
。「
ハ

ン
」
と
あ
る
の
は
、「
ヘ
」
を
「
ハ
」
と
誤
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
前
田
本

上
五
三
裏
5
行
目
）（『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』
中
田
祝
夫
峯
岸
明

共
著

風
間
書
房

一
九
六
四
）

（
3
）
『
改
訂
新
版

文
明
本
節
用
集

研
究
並
び
に
索
引

影
印
篇
』（
中
田
祝
夫

勉
誠
社
）
に
よ
っ
た
。

（
4
）
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
土
井
忠
生
他
編
訳
岩
波
書
店

一
九
八
〇
）
に
よ
る
。

（
5
）
本
文
は
、『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院

一
九
七
三
〜
二
〇
一
四
）
に

よ
っ
た
。

（
6
）
本
文
は
、『
和
刻
本
正
史
3
・
4
』（
汲
古
書
院

一
九
七
三
）
に
よ
っ
た
。

（
7
）
本
文
は
、『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院

一
九
六
三
〜
二
〇
〇
一
）
に

よ
っ
た
。

（
8
）
本
文
は
、『
国
訳
大
蔵
経
﹇
復
刻
版
﹈
経
部
』（
第
一
書
房

一
九
七
四
）
に

よ
っ
た
。

（
9
）
本
文
は
、『
国
訳
大
蔵
経
﹇
復
刻
版
﹈
経
部
』（
第
一
書
房

一
九
七
四
）
に

よ
っ
た
。

（
10
）
本
文
は
、『
国
訳
大
蔵
経
﹇
復
刻
版
﹈
経
部
』（
第
一
書
房

一
九
七
四
）
に

よ
っ
た
。

（
11
）
本
文
は
、『
国
訳
大
蔵
経
﹇
復
刻
版
﹈
経
部
』（
第
一
書
房

一
九
七
四
）
に

よ
っ
た
。

（
12
）
本
文
は
、『
国
訳
大
蔵
経
﹇
復
刻
版
﹈
経
部
』（
第
一
書
房

一
九
七
四
）
に

よ
っ
た
。

（
13
）
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

万
葉
集
』（
小
学
館
）
に
よ
っ
た
。

（
14
）
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
大
系

日
本
霊
異
記
』（
岩
波
書
店
）
に

よ
っ
た
。

（
15
）
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

竹
取
物
語
』（
小
学
館
）
に
よ
っ
た
。

（
16
）
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

宇
津
保
物
語
』（
小
学
館
）
に
よ
っ

た
。

（
17
）
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
大
系

三
宝
絵
詞
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
っ

た
。

（
18
）
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

栄
花
物
語
』（
小
学
館
）
に
よ
っ
た
。

（
19
）
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

松
浦
宮
物
語

無
名
草
子
』（
小
学

館
）
に
よ
っ
た
。

（
20
）
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。
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（
21
）
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

曽
我
物
語
』（
小
学
館
）
に
よ
っ
た
。

（
22
）
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系

平
家
物
語

上
下
』（
岩
波
書
店
）
に
よ

た
。

（
23
）
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系

古
今
著
聞
集
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。

（
24
）
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系

宇
治
拾
遺
物
語
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
っ

た
。

（
25
）
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系

御
伽
草
子
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。

（
26
）
検
索
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
た
。
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The Meaning of the Word ‶henge/henka (変化)”
――By Comparing Chinese Books and Buddhist Texts――

Yasushi YUNOKI

Abstract

In this paper, we compared the Chinese and Japanese meanings of the word ‶変化”, and considered 
how the meaning changed in Japan. The Japanese word ‶変化” came from Chinese. The meaning 
of the Chinese word ‶変化” was ‶change of event” and ‶change of Buddha”. The meaning of the 
word ‶変化” in Chinese books was ‶change of event” and its meaning in Buddhist texts was ‶change 
of Buddha”. The Japanese word ‶変化” had the same meaning as the Chinese word ‶変化”. How-
ever, in Japan, the word ‶変化”, which means ‶change of events”, was read as ‶henka”, and the word 
‶変化”, which means ‶change of Buddha” was read as ‶henge”. Until the Japanese Chuko period, 
the meaning of the word ‶henge (変化)” in Japanese books meant ‶change of Buddha”, the same as 
in Chinese books, but after the Chusei period in Japan, its meaning changed to ‶monster” with a 
negative image.




